
格差・貧困の拡がりと 

家族・コミュニティのあり方 
～県内自治体での実践を踏まえて～ 

 
講 師： 片山 睦彦 藤沢市福祉部長 

 石黒 知美 鎌倉市健康福祉部市民健康課長 

 

2016 年 8 月 24 日（水）13:30～16:30 定員：30 名（参加費 500 円／応募多数の場合抽選） 

横浜情報文化センター・大会議室（みなとみらい線「日本大通り駅」徒歩 0 分） 対象：自治体職員や実務家など 
  

＜プログラム（予定）13:10～受付開始 ＞ 

13:30～ 趣旨説明（10 分）「21 世紀かながわ円卓会議が目指しているもの」 

小川泰子（社会福祉法人いきいき福祉会専務理事／21 世紀かながわ円卓会議運営委員） 

13:40～ 講 演 ①（30 分） 

「マルチパートナーシップによる支えあいの地域づくり～藤沢型包括ケアの実現に向けて～」 

片山睦彦（藤沢市福祉部長）  

14:10～ 質疑応答／休憩（10 分） 

14:20～ 講 演 ②（30 分） 

「社会的包摂～それを受け入れるコミュニティのあり方を考える～」 

石黒知美（鎌倉市健康福祉部市民健康課長） 

14:50～ 質疑応答／ダイアログ説明（10 分） 

15:00～ 参加者同士のダイアログ（30 分） 

15:30～ 
講師からの応答＆ 参加者との意見交換（60 分） 

16:30 閉 会 

【主 催】公益財団法人かながわ国際交流財団     【共 催】神奈川県 ／ 一般社団法人インクルージョンネットかながわ 
【後 援】神奈川新聞社 ／ 神奈川県弁護士会 ／ 社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会 ／ 公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 

公益社団法人神奈川県社会福祉士会 ／ 特定非営利活動法人神奈川県介護支援専門員協会 

 

第 7 次 21 世紀かながわ円卓会議（2016・17 年度） 

「神奈川のコミュニティとグローバリゼーション」シリーズ ／ テーマ別フォーラム（第 1 回） 

キックオフ講演会における問題提起（社会的包摂の理念、多様な主体の協働による福祉ガバナンス、市民参加によるコミュニティづく

りなど）を踏まえ、県内における格差・貧困の拡がりという共通の課題について、身近なコミュニティにおいてどのような対応が可能

となるのかを議論します。自治体職員や関連する実務家の方々を対象として、県内自治体の取組みを参考にしつつ、参加者のみなさ

んとの意見交換や講師とのやり取りを交えながら、家族・コミュニティのあり方について考えます。 

【21 世紀かながわ円卓会議運営委員会】（五十音順）                                              

小川泰子（社会福祉法人いきいき福祉会専務理事） 高島肇久（株式会社海外通信・放送・郵便事業支援機構取締役会長） 

樺山紘一（印刷博物館館長／東京大学名誉教授） 林  義亮（神奈川新聞社取締役編集担当論説主幹） 

黒田玲子（東京理科大学研究推進機構総合研究院教授／東京大学名誉教授） 

 

 

 



【申込み】メールまたは FAX にて、氏名、所属、住所（市町村名まで）、メールアドレスをお書きの上、8 月 8 日（月）までにお申し

込みください。定員を超えた場合には抽選になりますので、締切り後こちらからご参加の可否をお知らせします。また締切り

後でも席に余裕のある場合には受付いたします。 

【申込先】○メール entaku＠kifjp.org ○FAX 046-858-1210 

【お問合せ】TEL:046-855-1821 公益財団法人かながわ国際交流財団 湘南国際村学術研究センター（清水） 

 

ふりがな 

氏 名 
 所 属  

住 所 
（※市町村名までで結構です） メール 

アドレス 
 

シリーズ 

参加希望 

③テーマ別フォーラムおよび④総括シンポジウムに参加ご希望の方は、下にチェック☑をご記入ください。 

【10 月 21 日（金）申込み締切／申込み多数の場合抽選】 

□ ③テーマ別フォーラム（11 月 11 日〔金〕）  □ ④総括シンポジウム（11 月 12 日〔土〕） 

メール 

案内希望 

（後日改めて参加申込みについて検討されたい方へ） 

③④の募集の案内メールをご希望される方はチェック☑をご記入ください。財団の他のご案内メールもお送りいたします。 

□申込み欄に記入したメールアドレスに案内を希望する 

※今回のお申込みにあたってご記入いただいた個人情報は当財団のみが取扱い、本フォーラムの事務連絡以外の目的には使用いたしません。 

 

「21 世紀かながわ円卓会議」連続シリーズ（全 4 回）開催中です 
 

グローバリゼーションの潮流のもとで、格差の拡大やそれに伴う貧困の拡がり、またコミュニティの崩壊などが社会的課題となっていま

す。こうした課題の解決に向けた地域づくりについて、神奈川県内での現状を踏まえながら考える場を 4 回の連続シリーズで開催します。

連続シリーズでは、「神奈川のコミュニティとグローバリゼーション」をテーマとして、下記のプログラムのとおり、キックオフ講演会、

個別テーマ別フォーラム 2 回、総括シンポジウムを実施します。 

 

 テーマ 「神奈川のコミュニティとグローバリゼーション」 

① 

終 

了 

【キックオフ講演会】 6／2（木）＠神奈川中小企業センター（関内） 【講演会形式／参加費無料／定員 80 名】 

「社会的包摂で新しいコミュニティをつくる～福祉ガバナンスと自治体の役割～」 
基調講演：宮本太郎（中央大学法学部教授） 

事例報告：鈴木晶子（一般社団法人インクルージョンネットかながわ代表理事） 

司 会：樺山紘一（印刷博物館館長／21 世紀かながわ円卓会議運営委員） 

② 

今

回

案

内 

【テーマ別フォーラム（第 1 回）】 8／24（水）＠横浜情報文化センター（みなとみらい線「日本大通り駅」） 

【勉強会形式／参加費 500 円／定員 30 名】 

「格差・貧困の拡がりと家族・コミュニティのあり方」 

講 師：片山睦彦（藤沢市福祉部長） 

石黒知美（鎌倉市健康福祉部市民健康課長） 

司 会：小川泰子（社会福祉法人いきいき福祉会専務理事／21 世紀かながわ円卓会議運営委員） 

③ 

【テーマ別フォーラム（第 2 回）】 11／11（金）＠湘南国際村センター第 6 研修室（葉山町） 

【勉強会形式／参加費 500 円／定員 30 名】 

「コミュニティの担い手になるために～制度的な課題を考える～」 

講 師：名和田是彦（法政大学法学部教授） 

「事例報告／小田原市における地域コミュニティ組織の取組み」 

講 師：府川悟志（小田原市市民部地域政策課長） 

司 会：林 義亮（神奈川新聞社取締役編集担当論説主幹／21 世紀かながわ円卓会議運営委員） 

④ 

【総括シンポジウム】 11／12（土）10～17 時（予定）＠湘南国際村センター国際会議場（葉山町） 

【シンポジウム形式／参加費 1,000 円／定員 50 名】 

「分断社会から、ともに支え合う社会へ～『創る』民主主義の時代～」 

 基調講演：井手英策（慶應義塾大学経済学部教授） 

 司 会：高島肇久（株式会社海外通信・放送・郵便事業支援機構取締役会長／21 世紀かながわ円卓会議運営委員） 

 

＜ ご 案 内 ＞ 

 


